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善したが異常域にとどまった。 PESP あるいはTNG による左室壁運動改善度はいずれもACバイパス







PESP あるいはTNGによる局所左室壁運動が適切であった。左室容量を含めると PESP がTNG よ






po t en t i a t i on (PE S P) ，ニトログリセリン及び両者の併用による左室壁運動をACバイパス術前後
に検討し，乙れが心筋収縮力の可逆性に関する適切な術前予測指標となり得るか否かを明らかにせんとし
たものである。 PESP及びニトログリセリンはいずれも左室壁運動に対する ACバイパス術効果をよく
反映し，術前予測指標となり得たが，左室容量を含めると PESP がより優れていた。 PESP とニトロ
グリセリンの併用は各単独使用よりも壁運動改善効果が強く，高度左室壁運動低下領域ではACバイパス
術効果を反映した。
左室壁運動低下領域における心筋収縮力の可逆性を術前に予測し得る方法を明らか lとする乙とは， リス
クの高い低左心機能患者に対する ACバイパス術の手術適応決定に重要な知見を与えるものであり，学位
に値する研究と判断される。
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